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第 ４ ５ 回 原 産 年 次 大 会  
 

2012(平 成 ２ ４ )年 ４ 月 １ ８ 日 (水 )～ １ ９ 日 (木 )  

東 京 国 際 フ ォ ー ラ ム  ホ ー ル B７  

再生への道筋を問う ── Think Globally, Act Locally 

 

 日本原子力産業協会は、主要活動のひとつとして、国内外から広く関係者の

参加を得て、毎年春に「原産年次大会」を開催しています。年次大会では、エ

ネルギー・原子力開発利用上の重要な問題についての意見発表や討論を行い、

本大会を通して得られた重要課題とその解決策を見出すための指針を原産協会

としてとりまとめ、国への提言、産業界への問題提起、さらに、マスコミ等を

通じて広く社会へ発信することを目的としています。 
 
 平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災の影響による東京電力株式会

社の福島第一原子力発電所の事故は、原子力の安全性に対する社会の信頼を大

きく失墜させることとなりました。その影響は日本だけに止まらず、世界の原

子力開発をとりまく環境にも波紋を投げかけました。 
 
 このような認識のもと、第４５回大会は、福島第一原子力発電所の事故から

１年を経過した時点で判明している全ての情報を俯瞰し、原子力産業界として

検証・総括しつつ、事故から何を学び取り、再生にむけてどのように取り組ん

でいくべきか、各国関係者の知恵と英知を集め深く考察する場をめざします。 

 

４月１８日(水) ４月１９日(木) 

原産協会会長所信表明（9:00-9:10） 

特別講演（9:10-12:10） 

福島第一原子力発電所の現状と今後 

（12:10-12:40）

セッション２（9:00-12:30）  

福島事故を踏まえて 

── 安全性向上への取り組み  

（ 休 憩 ） 
昼食講演会（12:45-13:45） 

 於：ホールＢ５ 

セッション１（13:50-17:50）  

これからのエネルギー・原子力政策、

そして日本がとるべき道は 

セッション３（14:00-17:30）  

福島の復旧・復興にむけて 

── 被災地の今と課題  

レセプション（18:00-19:20） 

 於：ホールＢ５ 

 

 

 会 場：東京国際フォーラム ホールＢ７ 
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